
令和 4 年度 小学校理科指導法研究員研修会 実践①報告 

さいたま市立大宮北小学校 新海智哉 

 

１ 実践単元 「物の溶け方」（第５学年） （１３時間扱い 本時は１，２時間目） 

 

２ 授業改善の視点 

  本単元は粒子を柱とする領域であり、「質的・実体的な」見方で捉えることが特徴的な

視点として示されている。目視では容易に判断できなかったり、見分けられなかったりす

るような事象に対して、その変化や違いを捉えようとするときに働かせる見方である。本

単元では、予想の際、「目に見ないけど、この中に存在するのではないか」と考えさせさ

せていきたい。 

  今回、私が授業改善するのは、「構想」についてである。全国学力・学習状況調査にお

ける活用の四つの枠組みに、「構想」は、「身に付けた知識・技能を用いて、他の場面や他

の文脈において、問題点を把握し、解決の方向性を構想したり、問題の解決の方法を想定

したりすることができるかを問うもの」とある。つまり、自然の事物・事象に働きかけ、

問題を見出し、解決方法を自分たちで考え、見通しをもって実践・解決していくための力

であると考える。今回の実践報告では、導入の授業について記述するが、構想のために大

きく意識した点は以下についてである。 

 ・アクリルパイプを用いた食塩を実際に溶かす実験 

 ・児童の気付きや疑問を整理し、共有するための付箋の活用 

  

３ 授業改善の視点を踏まえた実践  

 〇授業の流れ 

〇活動内容  ・留意点 ・実際の児童の反応 ☆評価 

〇これまでに暮らしの中で物を水に溶かした経験と

その時の様子について想起する。 

・「溶かす」と「混ぜる」や、融解と溶解が混同しな

いようにする。 

〇水を入れた１ｍアクリルパイプに、実際に食塩を

入れ、溶かす。 

・実験で使うものなので、絶対に口に入れないよう

に指導する。 

・アクリルパイプに入れる水の量や一度に入れる食

塩の量はグループ毎に自由に設定させるが、自分

たちの実験の足跡がわかるように、その都度メモ

書かせる。 

・ただ食塩を入れるだけでなく、食塩がどうなって

いくのかに注目して見るように指導する。→「質

的・実体的」な視点 

・食塩を一気にたくさん入れるのではなく、一定量

・料理の時に砂糖や塩を溶かしました。 

・氷を水に入れたら解けました。 

・「とかす」にもいろいろな種類があるんだ

ね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一つまみ入れてみよう。 

次はもっと入れてみようよ。 



（小さじ１ずつ）を入れさせる。また、入れた食

塩が溶けたら（最後まで観察し終えたら）次の一

定量を入れるように指示する。→「量的・関係的」

な視点 

・問題を見いだせるようにするために、気付きや疑

問などは付箋に書き溜めておく（付箋は色分けす

る。例：気付き→黄色付箋、疑問→青付箋など）。 

〇観察した様子について、学級全体で共有する。 

・黒板に付箋を貼り、児童の意見を整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇学級全体で解決していきたいこと（問題）を立て、

問題に対する予想をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆意欲的に食塩が水に溶けていく様子につ

いて実験し、観察しようとしている。 

 【学びに向かう力、人間性】 
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・解決したいことはたくさんあるけど、ま

ずは「食塩は完全に消えたのか」から解決

した方がよさそうだね。 

・次に、「どのくらいとけるのか」、「温度は

関係あるのか」「食塩は解けたとしたらも

う一度取り出せるのか」をはっきりさせ

たいです。 

・これなら自分たちで解決できそうだ。 

この辺から見えなくなったよ！ 

うねうねしたのが見えるよ！ 

たくさん入れるよ！ 

○○さん食塩の様子みえる？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

〇問題を解決するための方法を考える 

・実証性、再現性、客観性について再確認して考え

させる。 

 

 

 

 

・「消えた」……１人 

 見えなくなったから 

・「消えていない」……１９人 

 見えないだけで存在していると思うから 

家で塩や砂糖を溶かしたら味がしたから 

 水位が上がった気がしたから 等 

・実験した時、水のかさが増えた気がした

から、線を引くなどして水位の変化を調

べればいいと思います。① 

・食塩を入れる前を後の重さをはかるとい

いと思います。② 

・水を蒸発させて、食塩が出てきたら溶け

ていたって言えると思います。③ 

・①～③は、一度の実験で全部続けてでき

そうだね。 

☆食塩の溶け方について研究する中で、食

塩の溶け方についての予想や仮説を基

に、解決の方法を発想し、表現している。 

４ 児童の反応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水にとけた食塩は消えたのだろうか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の振り返り 

・自分で方法を考えたので楽しみ。 

・実験して、疑問や問題をもてた。 

・疑問なんて出ないと思ったけど、やってみたら結構

出たからびっくりした。 

・友達の考えた方法に「なるほど」と思った。 

・方法を考えるのは難しかったけど、〇〇さんの意見

が僕の考えをまとめてくれたので良かった。 

・実験の結果を生かして予想や実験の見通しを考え

ることができた。 

・自分たちが考えた実験で、予想した結果になるのか

楽しみです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 成果（〇）と課題（●） 

〇付箋と活用したことで、気づきや問題意識を全体で共有することができ、児童自らが

問題を見いだすことができた。 

〇客観性や実証性、再現性を意識した解決方法を考えさせることができた。 

●児童からたくさんの気付きや疑問を引き出す目的で、水の量や一度に入れる食塩の

量をグループごとに自由にさせたが、ある程度教師が指定した方がよかったのかは

最後まで悩んでしまった。 

●普段の理科の授業を担当しておらず、自分のやり方や進め方と担当の先生の普段の

やり方や進め方に違いがあったため、一つ一つ説明をしなければならない場面が多

く、余計な時間を費やしてしまった。 


